














まえおき 

子どもの心身の健全な発育に大きな影響を与えるのは、母親であることは古今東西の真理

である。その母親と子どもの関係は、地域特殊性の中にありながらも、時代の変化ととも

にかわってきている。結婚をして家庭に閉じこもり育児と家事にのみ専念する母親から、

社会的に活動したり職業に従事する母親への変遷はその数を増しつつあり、子どもにとっ

て母親の位置も変りつつあることも当然であろう。封建性の強いと言われてきた鹿児島県

も例外ではない。鹿児島は離島が多く、そこには古い日本の母子相互関係の原型が残され

ているかもしれないとの考えから、私どもは奄美大島の小学校でアンケート調査および田

研式親子関係診断テストを実施した。その全体的集約をここに報告する。 


